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子どもの名前を覚える

校長 飯塚稔文

子どもたちの歓声が毎日プールから聞こえてきます。梅雨明けはもう少し先のようで

すが、気温もぐんぐんと上がり、すでに夏本番の気配となってきました。

さて、前の話になりますが、昨年4月におこなった着任式の中で、私は子どもたちに私

の１年の目標を伝えました。それは、中央小の子どもたち全員の名前を覚える、という

ことでした。ところが、その目標を達成することはできませんでした。私の努力不足で

あったことは否めませんが、ただ一つ言い訳を許されるのならそれは「マスク」でした。

顔の約半分を覆うマスクが、顔と名前を一致させるという作業をどれだけ難しくさせた

か、改めて思い知ることになりました。

時を経て今年度4月からは、個人の判断を尊重しつつ、基本的にはマスクの着用は求め

ないことになりました。4月から約3ヶ月が過ぎ、諸処の事情によりマスクを着用する子

どもはいますが、マスクなしで生活する子どもが少しずつ増えてきました。このような

状況に伴い、何となくではありますが、学校内の雰囲気が明るくなったように感じるこ

とがあります。それは、子どもたちの豊かな表情がマスク越しではなく直接目に触れる

機会が増えてきたことによるのではないかと感じます。

学校図書館司書の市川先生が、毎月「今月の詩」を図書室入り口に掲示してくださっ

ています。６月は次のような詩が紹介されています。

マスクなしの顔が徐々に増え、初めて見るマスクなしの表情に新鮮な気持ちとうれし

さが入り混じり、これまでのマスク生活を思い返す度に、子どもたちの健やかな成長を

願わずにはいられません。「中央小の子ども全員の名前を覚える」という目標を、２年越

しではありますが、必ず達成したいという思いを改めて強くしたところです。
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3 月 ふれあいタイム③ 

4 火 
授業参観②（高） 次年度本部役員決

め 防犯教室（あぶトレ） 

6 木 授業参観②（低） 

7 金 七夕集会(コスモス) 

10 月 
ＰＴＡあいさつ運動 

ふれあいタイム④ 

11 火 SSW 

12 水 
面談準備事務 SC  

学校運営協議会 

13 木 ペア活動 

14 金 
水曜日課４時間 移動図書館 

教育面談① ３年総合 瀬戸川学習 

18 火 
水曜日課４時間 

教育面談② ３年総合 瀬戸川学習 

19 水 
水曜日課４時間 

教育面談③ 

20 木 
水曜日課４時間 

教育面談④ ５年出前講座 

21 金 

にこにこあいさつ運動④ 

水曜日課４時間 夏休みを迎

える会 教育面談⑤ 

23 日  夏休み 開始～8/24 終了 

８月の予定 

14 月 閉庁日 

15 火 閉庁日 

25 金 

夏休み明け集会 

水曜日課４時間 

にこにこあいさつ運動⑤ 

28 月 
水曜日課４時間 

指導部長会 

29 火 水曜日課５時間 SSW 

30 水 ＰＴＡ委員総会 

31 木 
水曜日課５時間 

体育施設調整会 

 

 

 

 

 

 

【忘れ物を取りに来ることについて】 
 放課後に忘れ物を取りに来る児童がおります。家

で学習を取り組み、気が付くことはとても良いこと

だと思いますが、学校へ行き来する道中での事故

を考えると、心配でなりません。そこで、以下のよう

に、お願いいたします。 

 

○忘れ物がないか、帰りの会の時に荷物を振り返

る。（学級） 

○忘れ物を取りに来るのは、【１６時３０分（年間）】

までとする。 

 

【児童の車でのお迎えについて】 
 ご家庭の事情で早退する際、子どもだけで歩いて帰ることはで

きません。下校の道中で事故にならず無事に帰宅できたのか、保

護者としっかりと合流できたのか、心配でなりません。そこで、以

下のように、お願いいたします。 

 

○早退の際は、保護者のお迎えを必ずお願いします。 

○お車でのお迎えがある場合は、駐車場に置いて、【昇降口】ま

でおいで下さい。 

○早退での下校は、昇降口での職員からの「ひきわたし」となり

ます。 

 


